













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Allof thepeopleshallberespectedas individuals. theirrightto life, liberty,andthepursuitof












































































































































































































































































































































　　　Kenji Goto’s reporting is voice of humanity in times of atrocity.  (H. Tricks　/　CPJ)
　　　受賞：日本外国特派員協会「第一回報道の自由推進賞」（「殉職した英雄賞」）
　　　　　　スペイン記者クラブ「ジャーナリスト賞」（「紛争地で人権擁護に尽くした賞」）
４　後藤健二は，なぜ，何の犠牲になったのか
　　・歴史の犠牲，「対テロ戦争」の犠牲
　　　　　帝国主義・植民地主義，第一次世界大戦後の戦勝国の世界再編・支配
　　　　　　オスマン帝国崩壊，中東地域の分割，シオニズム，パレスチナ問題
　　　　　　　　　　　　　　　サイクス・ピコ協定，ケインズ『平和の経済的帰結』
　　　　　　「対テロ戦争」；湾岸戦争・9.11以後（「ブッシュの戦争」），ネオコン
　　　　　　　　　　　　　アフガニスタン戦争，イラク戦争，シリア内戦介入，IS台頭
　　・安倍政権の「軍国化」政策（「戦争ができる国」づくり）の犠牲
　　　　　日米安保体制（軍事同盟）強化；解釈改憲→憲法改正，武器輸出解禁，軍需産業推進
　　　　　安倍首相の中東訪問，「有志連合」へ参加，「ISと戦う国に２億ドル支援」演説
　　　　　懐柔と同調圧力，「知らしむべからず」（特定秘密保護法），アメとムチと騙し
　　・日本社会の民主主義の脆弱さの犠牲
　　　　　平和を脅かす国内の諸要素
　　　　　イラク邦人人質事件の際のバッシング……非国民，売国奴，自業自得，自己責任
　　　　　国民の意識；　ヘイト・スピーチ，反日，差別，排外主義，人権侵害
５　平和の世界と民主主義の成熟
　　・個人主義，国民主権，人権尊重こそ平和の基
　　　　　個人の自由，人権尊重＞国益，「お国のために」「天皇陛下のために」
　　　　　「すべて国民は，個人として尊重される」（憲法第13条）
　　　　　（自民党改憲草案：「人として尊重される」）
　　・知る権利，知らせる（報道の）自由，政治的自由，言論・思想の自由，渡航の自由　
　　・民主主義の成熟をめぐる新たな動き；人権優先，人格権，自己決定権，福祉重視
156
　　　　　ex.大飯原発再稼動差し止め判決，沖縄翁長知事の辺野古埋立て容認取消し
　　　　　戦争法反対をめぐる市民，学生（SEALDs），[学者の会]の運動
６　世界の平和と大学の社会的使命・責任　
　　・学問の自由，研究・教育の自由と大学の自律
　　　　　政府の大学介入，大学の自治の脆弱化，競争・選別主義（スーパーグローバル大学），
　　・学生の学ぶ権利の保障……学生の貧困化，「就活」，経済的徴兵制は本当に杞憂か。
　　法政大学の社会的使命と責任
　　・戦後日本の平和・民主化に果たした法政政大学の重要な役割
　　・大学の「変貌」の中で真価が問われる「自由と進歩」「開かれた大学」
　　　　　法政独自の教育の追及；　人権・平和教育，共生の思想
　　　　　グローバル人材養成，国際貢献への対応……
　　　　　　「法政二高と法政大学での学びが健二の人生の基盤をつくったように思う」
　　　　　　大内総長　「われらの願い」
　　平和祈念碑に刻まれた先輩たちの熱いメッセージを引き継ぐことこそ。
　　　
　（参考）石坂悦男著「情報環境の権力構造」，石坂悦男/田中優子編『メディア・コミュニケーシ
ョンーその構造と機能』　法政大学出版局刊　2005年
　　　　　　 〃 　　「「有事法制」と市民的自由」，石坂編著『市民的自由とメディアの現在』法
政大学現代法研究所叢書31　法政大学出版局刊　2010年
　　　　　　 〃 　　「秘密保護法と民意の形成・反映」，石坂編著『民意の形成と反映』法政大学
現代法研究所叢書３７　法政大学出版局刊　2013年
